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1, は じめに

1903(明 治36)年 に 開催 された第5回 内国勧 業

博 覧会(大 阪)の 電気不思議館 で, ア メ リカの ダ

ンサ ー, カ ー マ ンセ ラ(Carmencella)が 「電気

火踊」 を演 じた と当時の新 聞や雑誌 は報 じている。

それ らの記事 に よる と, カ ーマ ンセ ラの ダンス と

アメ リカ ン ・モ ダンダンスのパ イオニアの一人で

ある ロイ ・フラー(LoieFuller1862?～1928)の

ダ ンスには類似性 が認 め られる。そ こで本研 究で

は カーマ ンセ ラとフラー との関連 について明 らか

にする。カーマ ンセ ラの ダンスは, 日本 で舞 台効

果 を使 った西 洋人に よる最 初の ダンスであ ったが, 

カ ーマ ンセラについての研 究は行 われていない。

そ こで, 第5向 内国勧業博 覧会 に関する新聞や雑

誌等 の記録 及び フラーに関する先行研 究 を参考 と

して研究 を進 める。

2, カ ー マンセラのダ ンス

電気不思議館 では, 電気 や光 学 を用 いた当時の

最先端 の機器(無 線 電信機, X光 線, 胎 児 保 育器, 

活 動写真等)を アメ リカ より購 入 して展示 した。

また館 内には天井 や壁 すべ て を黒 く塗った舞 台が

設 け られた。 その舞 台でカーマ ンセ ラの ダンス リ

サイ タルが行 われた。演 目は1)モ ーニ ング, グ

ロー レー(朝 の舞), 2)ナ イ ト(夜 の舞), 3)リ

レー(百 合舞), 4)フ ワ イヤ(火 の舞)で あった。

『風 俗 書報 』(明 治36年9月30日)は 「ナ イ

ト」 について 「身に金紫燦然 たる衣 を着 け, 胡 蝶

の如 く舞 ひ出でたるが, 舞 壷 の後 に屏風形 の一大

明鏡 を立 てたれば, 舞 ひつ ・ぞある一 人の姿 は, 

背 に薮箇 の姿 を現 じ, 五 彩 の電燈 の射映 を受 けて, 

見 る眼, 眩 ゆ し」 と述べ ている。

この舞台 に使用 された電灯 は14個 であった。 当

時電灯 は一般 の過程 に十分普及 していなかったの

で, 観 客 は眩 しく感 じたのであろ う。

カーマ ンセラは 「世界最大長」 のコスチューム

をつ けて, 鏡, 煙, 多 彩 な証 明を駆使 して踊 った

のであった。観客 の一人 は, 赤, 紫, 青 の照 明で

コスチ ュームの色 がか わるので, 「外 人は衣装 を

かえるのが早 い」 と感心 した と語 っている。

3, ロ イ ・フラーの ダンス

1900年 のパ リ博で は, カ ーマ ンセラ と同様 な試

みが フラーによって既 に行 われていた。

アメ リカ生 まれ のフラーは, 子 どもの頃か ら役

者 として ドラマに出演 していた。1891年 に フラー

は イン ド風 の長 い コスチュームを着 て, ほ の暗 い

照明 をあびなが ら踊 る役 を演 じた時, 彼 女 はダ ン

スへ のひ らめ きを感 じた。公演後 フラーは女優 か

らダンサーへ転 向 した。

1892年 に フラーは4作 品(TheSerpentine, The

Violet, TheButterfly, Ladanseblanche後 名

TheLilyDance)を もってパ リにデ ビュー し, 大

成功 をお さめた。

フラ ー は数 百 ヤ ー ドの絹 布 を使 用 した コス

チューム をつけ, 照 明や種 々の舞 台効果 を工夫 し

て踊 った。彼女 の ダンスは腕 を大 きく振 り回 した

り, 胴体 をひね った り反 らせ た りするな どの動 き

によって構 成 されていた。それ らの動 きと共 に彼

女 の髪 も振 り乱 れて全 身的な動 きを更に強調 した

観客はバ レエ とは異な った動 きの新鮮な感動 を受

けた。特 にア「ル ・ヌー ヴォーの芸術 家達 に よっ

て フラーの ダンスは高 く評価 された。

パ リ ・デ ビュー か ら8年 後 のパ リ博 では, フ

ラーは フランス政府か ら博 覧会での興行 を委 嘱 さ

れ, フ ラーの劇場 が新築 されて, ダ ンス ・リサイ

タルが行 われた。

フラーは ビジネスの面 にも手腕 があ った。当時

イギ リスでは評判の高か った 日本 の川上音二郎 と

貞奴 の一座 と交渉 し, フ ラーの劇場 で共演 した。

フラーはデ ビュー当時か ら彼 女の作 品 を模倣 す

る イミテ イターに悩 まされ, フ ラーは彼女 の工夫

した コスチューム, 装 置, 小 道 具等 を特 許登録 す

る ことで保護 しようとしていた。

1909年 頃 に ようや くフラーは学校 をつ くり弟子

たちの指導 を始 めた。そ して1912年 頃 には上級 の

弟子達 が フラー0代 表 作 「TheSelpentine」 及 び

「TheFireDance」(初 演1896年)を 踊 る ことを許

可 された。

4, ま とめ

カー マ ンセ ラにつ い て は全 く不 明 で あ るが, 

1903年(明 治36)年 の 第5回 内国勧業博覧会 には

既 にステージに立 っていたこ とか ら, フ ラーの弟

子 ではな く, フ ラーのイ ミテイ ターの一一人 であっ

た と推察す る。
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